
（ 報告事項 ） 第１４４０回経営委員会資料 

２０２４年１月２３日 

視聴者対応報告（２０２３年１０～１２月）について 

放送法第２７条に定める視聴者対応の状況について、２０２３年１０～１２月分を 

別冊「視聴者対応報告（２０２３年１０～１２月）」のとおり取りまとめたので、 

放送法第３９条の第４項の規定に基づき報告する。 



（別冊） 
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放送法第２７条 
協会は、その業務に関して申出のあった苦情その他の意見については、適切かつ迅速に

これを処理しなければならない。 

 

放送法第３９条 第４項 

会長は、３箇月に１回以上、自己の職務の執行の状況並びに第２７条の苦情その他の意見

及びその処理の結果の概要を経営委員会に報告しなければならない。 
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■「訪問学習」再開！ ～子どもたちに豊かな体験を～ 
１１月、東京・渋谷のＮＨＫ放送センターでは、新型コロナウィルスの影響で中止していた「訪問学習」を３年９か

月ぶりに再開しました。訪問学習は、全国の中学生・高校生を対象に、番組で実際に使われているスタジオでリ

ハーサルなど番組制作の現場を見て、仕事や働くことについて学んでもらうキャリア教育の支援策の一つです。

コロナ禍前には年間、１，８００人を超える生徒が参加していました。全国各地の学校からは、休止期間中も、

「テレビ局の仕事について、子どもたちが直接学ぶ機会を作ってほしい」「修学旅行の思い出に、制作現場を

見学させてほしい」といったご意見をいただきました。そこで今回、再開するにあたって力を入れたのが

「多彩な見学メニュー」と「リアルな体験」です。 

再開後、早速、申し込んでくれたのは、沖縄県の那覇商業高校と、茨城県の土浦第一高校のみなさん。９０分ほ

どかけて、総合テレビ「あさイチ」や「明日をまもるナビ」などの制作現場を見学。番組がどのように制作されて

いるのか、担当者の解説を聞きながら、出演者の代役を務めるなど、リハーサルを実体験しました。この他に

も、全国向けのラジオニュースを生放送している様子を間近で見学してもらいました。 

 

 
防災情報番組「明日をまもるナビ」のリハーサルを見学               チコちゃんと記念撮影 

 

【参加した生徒の声】 

・ 見るだけだと思っていたのに、カメラの前に立ててうれしかった。 

・ 全国に向けての生放送の場面を見ることができて感激した。 

 

さらに、特別支援学校の先生や関係者などからは、「ぜひ障害のある子どもたちも参加できるようにして

ほしい」という声が寄せられてきました。 

 

【視聴者から寄せられた声】 

・ 特別支援学校の生徒２０名ほどで団体見学はできますか？（30 代女性） 

・ 社会福祉法人で障害のある子どもたちが通う事業所をやっているのですが、ＮＨＫの見学は行ってい

ますか？（４０代男性） 

・ 高等特別支援学校ですが、校外学習でＮＨＫを見学したいのですが大丈夫でしょうか？ 

（４０代男性） 
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こうした声に応えて、障害のある児童・生徒のみなさんを積極的に受け入れているのがＮＨＫ札幌放送局です。

障害のある子どもたちの社会見学を受け入れてくれる施設が少ない、という相談が寄せられていることをき

っかけに、２０２３年１月から本格的に取り組みを進めています。大切にしているのは、それぞれの障害や希望に

合わせたプログラムを準備することです。事前に学校の先生や引率担当者と打ち合わせや下見を行い、見学ル

ートの安全確認をはじめ、障害に応じて配慮すべきことや、子どもたちに楽しんでもらえるポイントなどを

すり合わせています。 

 

例えば、聴覚に障害がある子どもたちが訪れた時は、手話通訳を介して説明するため、見学時間を１．５倍に

延長しました。また、通常はスタジオの照明を暗くして映像を上映しますが、この時は、手話通訳者が見えるよ

う、一部、照明をつけたままにするなどの工夫をしました。 

 

手話通訳者による説明                             札幌局のスタジオ見学 

  

また、視覚に障害のある高校生が訪れた際は、番組制作や技術などの職員を交えて見学内容を検討し、スタ

ジオセットや副調整室の設備などにも直接触れてもらうプログラムを考えました。スタジオカメラの操作や、

ナレーションを収録するマイクの使い方を体験してもらったところ、高校生から驚きの声や笑い声があが

るなど、初めての放送体験を楽しんでもらうことができました。 
 

スタジオカメラの操作体験       マイクのスイッチ（FU）の操作 
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毎回、試行錯誤しながら進めていますが、参加した子どもたちや保護者から好評の声をいただいています。 

 

【参加者・保護者の声】  

・ 一番印象に残ったのは、撮影カメラの大きさです。また本番直前のスタジオの緊張感もびっくりしました。 

・ 視覚に配慮した内容を考えてくださり、感謝しています。 

・ 障害があるからダメではなく、何とかできるように考えてくださって、さすがＮＨＫだと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

札幌市内の特別支援学級のみなさまからのお礼状 

 

参加者の口コミで評判が広がり、今では札幌放送局の見学者の４割以上が、特別支援学級などの子どもたち

です。 

こうした放送体験や訪問学習を通じて、児童・生徒のみなさんに、ＮＨＫをより身近に感じていただけるよう、

今後も取り組んでいきます。 

 

見学の実施や内容については、各放送局にお問合せください。 

●全国のＮＨＫ（各放送局の所在地・電話番号・ホームページのご紹介） 

  https://www.nhk.or.jp/info/about/nationwide-nhk.html 

●ＮＨＫみなさまの声にお応えします 訪問学習について  

https://www.nhk.or.jp/css/communication/heartplaza-visit.html 

●札幌放送局 会館見学のご案内 

https://www.nhk.or.jp/hokkaido/articles/slug-nb3cced358a29 
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東京・新宿区にある大規模バスターミナルでは、熱中症対策としてＮＨＫが公開したＡＩアナウンスの音声デー

タを活用。熱中症警戒アラートが出た時に「暑さから命を守る行動をとってください」「こまめな休憩、水分や塩

分の補給など暑さ対策をしてください」などの呼びかけを、館内放送で繰り返し放送。ターミナルの利用者や

従業員の安全確保に役立てたということです。 

 

 

  

そして令和６年能登半島地震では、金沢放送局や新潟放送局で、り災証明書の発行など繰り返し伝えるべきラ

イフライン情報についてＡＩアナウンスを活用しています。「アナウンサーが中継や取材など現場に出ている時

にも、必要な情報を確実に届ける」。人とＡＩアナウンスの両方で対応しています。 

ＡＩによるアナウンスの活用については、自治体や企業などほかにもさまざまな試みが進んでいます。ＮＨＫ

では今後も、新たな技術をいかして、さらなる放送・サービスの充実につなげられるよう取り組んで参ります。 

 

ＮＨＫアナウンサー 命を守る“防災の呼びかけ” 

https://www3.nhk.or.jp/news/special/suigai/yobikake/ 

 

バスターミナルでの活用事例の紹介 



 
(参考) 

 
 

                                                                                                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２３年１０月
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月刊みなさまの声 ２０２３年１０月 

 

 

２．放送・番組への声 
 

「放送・番組」について寄せられた「意見・要望」は３６，０７６件で、好評意見がおよそ３割、厳しい意見

はおよそ７割でした。 

 

 

 

 

 

 

厳しい意見の中には、表記の誤りや誤読などをご指摘いただいたものもあり、放送関連では６７件

（前月７７件）、ホームページ関連では４１件（前月３９件）でした。制作担当者に伝えて再放送などで修正

したほか、番組の責任者らが出席する各種会議などでも情報を共有し、注意を促しました。 

 

 

１０月はラグビーワールドカップ２０２３やプロ野球など、スポーツ中継に多くの声が寄せられまし

た。こうした中、みなさまから寄せられる声をもとに改善を重ね、放送・サービスを進化させている

ＮＨＫの大相撲中継の取り組みをご紹介します。 

 
■大相撲ファン納得の放送・サービスを目指して 

 

ＮＨＫでは、７０年あまりに渡って、大相撲の場所を生中継でお伝えしています。毎回、大相撲ファン

から寄せられるさまざまなご意見やご要望を参考にしながら、制作担当者は、さらに分かりやすく大相

撲の魅力を伝えようと、場所ごとに検討し、改善を重ねています。 

 

その一つが、スマートフォンやパソコンなどで見られる「大相撲特設サイト」。「もう一度、あの取組

を見たい」「郷土力士の結果を知りたい」などの声に応えて、このサイトでは、場所中いつでも十両・

幕内の全取組を動画で視聴できるほか、取組結果や特集記事を読むことができます。 

 

 
大相撲特設サイト 

  

  特設サイトを開設した後も、大相撲ファンからは、さらに取組を楽しめるよう、工夫して欲しいと

いう要望が寄せられました。 

 

・ 勝敗や決まり手などの結果を知らずに楽しみにして動画を見たいので、この操作がページのト

ップにあるとありがたい。（３０代男性） 

 
 

8月 9月 10月 2022年度平均

好評意見 32.0% 32.6% 27.3% 30.5%

厳しい意見 68.0% 67.4% 72.7% 69.5%
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月刊みなさまの声 ２０２３年１０月 

 

・ 画面左上のテロップに「東西」および「しこ名とふりがな」に加えて、「番付」と「前日までの勝

敗数」の表示についても、早速対応してもらいありがとう。これからも大相撲の放送を楽しみ

している。（７０歳以上男性） 
・ しこ名の下に前頭何枚目とか、何勝何敗かを載せてほしいと前に頼んだことがある。その表

示がされるようになり本当によかった。（７０歳以上男性） 

初場所中継の後、視聴者のみなさまからいただいた反響です。 

 

 

 

 

 

 

 

これからも、多くの方に大相撲の魅力を楽しんでいただける放送・サービスを目指して、場所ごとに

検討と改善を進めていきます。 

 

ＮＨＫスポーツ 相撲 https://www3.nhk.or.jp/sports/sumo/ 

大相撲取組動画  https://www3.nhk.or.jp/sports/special/sumomovies/ 

大相撲取組動画・スマートフォン用二次元コード 
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月刊みなさまの声 ２０２３年１０月 

 
・ ドラマの主人公が実在した人物をモデルにしていると当時の時代背景も分かりやすく、見る方

もやはり実感がわく。２日から始まった「ブギウギ」も笠置シヅ子さんのことをドラマにしてい

るので今後が楽しみだ。（７０歳以上女性） 

・ 今回は主演の趣里さんや蒼井優さんなど魅力的な俳優陣の出演とあり、１回目からどっぷりハ

マっている。この時代は私の生まれるずっと前のことなのに、なぜか懐かしく温かい気持ちに

なり、なぜか毎回、涙がこぼれる。どんな展開になるのか。とても楽しみだ。（５０代女性） 

 

○タイトルバックについて 

・ 最初に目に焼き付いたのはオープニングの曲に合わせて踊る人形の動画だ。とてもすてきで、

気に入った。きょうの話はどんな展開になるのかワクワクさせてくれる。（７０歳以上女性） 

・ オープニングの映像で人形が踊っているが、以前、教育テレビで放送していた人形劇のようで

当時が懐かしく思い出され、とてもすばらしい。（６０代男性） 

※タイトルバックへの好評意見 ４件 

 

＜厳しい声＞ 

○タイトルバックについて 

・ オープニングに登場する人形の顔に違和感がある。主人公を模したのだろうが、イメージと違

う。見る人を元気づけるドラマなら、なおさらあの人形は逆の印象を受ける。（６０代男性） 

・ オープニングで踊っている人形は手足が長くて細い。やせていてウエストも細くて、顔も怖く感

じる。（６０代女性） 

※タイトルバックへの厳しい意見 １００件 

 

○方言や言葉遣いについて 

・ この番組のタイトル「ブギウギ」のアクセントについて、さまざまな番組でアナウンサーは頭高で

発音しているが、大阪生まれ大阪育ちの私にしてみれば、大阪弁にはないアクセントで大阪弁

を話すような違和感があるのでやめてほしい。（６０代女性） 

※「ブギウギ」のアクセントについての意見 ６件 

・ 私は大阪生まれの大阪育ちだが、せりふにあった「おおきに」という言葉についてイントネーシ

ョンが違うと思う。放送で使っているのは京都のイントネーションだ。大阪とはちょっと違い、

納得がいかない。（７０歳以上女性） 

※「おおきに」のイントネーションについての意見 ５件 

・ 大阪では「アホやな・・」とかは会話の中で普通に言うけれど、「アホのおっちゃん」というのは、

いくらだらしない相手に対しても言葉がきついのではないかと思う。（６０代男性） 

※「アホのおっちゃん」という言葉遣いへの意見 ４件 

 

○演出についての意見 

・ 演出で気になることがあった。いくら主人公の実家が風呂屋とはいえ、少女の鎖骨が出るよう

な形で入浴シーンを何度も映すところだ。昨今、子どもへの性加害が多く取り沙汰されている

中、不適切だと思った。幅広い年齢層を対象にした朝ドラなのだから、十分に注意して制作し

てほしい。（年代不明） 
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２０２３年１１月 
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月刊みなさまの声 ２０２３年１１月 

 
２．放送・番組への声 
 

「放送・番組」について寄せられた「意見・要望」は３２，８３２件で、好評意見がおよそ３割強、厳しい意

見はおよそ７割弱でした。 

 

 

 

 

 

 

厳しい意見の中には、表記の誤りや誤読などをご指摘いただいたものもあり、放送関連では６６件

（前月６７件）、ホームページ関連では４２件（前月４１件）でした。制作担当者に伝えて再放送などで修正

したほか、番組の責任者らが出席する各種会議などでも情報を共有し、注意を促しました。 

 

視聴者のみなさまからは、ＮＨＫのスタジオ見学や会館公開に対するご意見やご要望なども寄せ

られています。いただいた声をもとにスタートした、新たな取り組みをご紹介します。 

 

■「訪問学習」再開！ ～子どもたちに豊かな体験を～ 
ことし１１月、東京・渋谷のＮＨＫ放送センターでは、新型コロナウィルスの影響で中止していた「訪問

学習」を３年９か月ぶりに再開しました。訪問学習は、全国の中学生・高校生を対象に、番組で実際に

使われているスタジオでリハーサルなど番組制作の現場を見て、仕事や働くことについて学んでもら

うキャリア教育の支援策の一つです。コロナ禍前には年間、１，８００人を超える生徒が参加していまし

た。全国各地の学校からは、休止期間中も、「テレビ局の仕事について、子どもたちが直接学ぶ機会

を作ってほしい」「修学旅行の思い出に、制作現場を見学させてほしい」といったご意見をいただき

ました。そこで今回、再開するにあたって力を入れたのが「多彩な見学メニュー」と「リアルな体験」

です。 

再開後、早速、申し込んでくれたのは、沖縄県の那覇商業高校と、茨城県の土浦第一高校のみなさん。

９０分ほどかけて、総合テレビ「あさイチ」や「明日をまもるナビ」などの制作現場を見学。番組がどのよ

うに制作されているのか、担当者の解説を聞きながら、出演者の代役を務めるなど、リハーサルを実

体験しました。この他にも、全国向けのラジオニュースを生放送している様子を間近で見学してもらい

ました。 

 

 
防災情報番組「明日をまもるナビ」のリハーサルを見学               チコちゃんと記念撮影 

9月 10月 11月 2022年度平均

好評意見 32.6% 27.3% 34.7% 30.5%

厳しい意見 67.4% 72.7% 65.3% 69.5%
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月刊みなさまの声 ２０２３年１１月 

 

 

 

【参加した生徒の声】 

・ 見るだけだと思っていたのに、カメラの前に立ててうれしかった。 

・ 全国に向けての生放送の場面を見ることができて感激した。 

 

さらに、特別支援学校の先生や関係者などからは、「ぜひ障害のある子どもたちも参加できるよ

うにしてほしい」という声が寄せられてきました。 

 

【視聴者から寄せられた声】 

・ 特別支援学校の生徒２０名ほどで団体見学はできますか？（３０代女性） 

・ 社会福祉法人で障害のある子どもたちが通う事業所をやっているのですが、NHK の見学は行

っていますか？（４０代男性） 

・ 高等特別支援学校ですが、校外学習でＮＨＫを見学したいのですが大丈夫でしょうか？ 

（４０代男性） 

 

こうした声に応えて、障害のある児童・生徒のみなさんを積極的に受け入れているのがＮＨＫ札幌放

送局です。障害のある子どもたちの社会見学を受け入れてくれる施設が少ない、という相談が寄せら

れていることをきっかけに、ことし１月から本格的に取り組みを進めています。大切にしているのは、

それぞれの障害や希望に合わせたプログラムを準備することです。事前に学校の先生や引率担当者と

打ち合わせや下見を行い、見学ルートの安全確認をはじめ、障害に応じて配慮すべきことや、子ども

たちに楽しんでもらえるポイントなどをすり合わせています。 

 

例えば、聴覚に障害がある子どもたちが訪れた時は、手話通訳を介して説明するため、見学時間を 

１．５倍に延長しました。また、通常はスタジオの照明を暗くして映像を上映しますが、この時は、手話通

訳者が見えるよう、一部、照明をつけたままにするなどの工夫をしました。 

 

手話通訳者による説明                             札幌局のスタジオ見学 

  

また、視覚に障害のある高校生が訪れた際は、番組制作や技術などの職員を交えて見学内容を検討

し、スタジオセットや副調整室の設備などにも直接触れてもらうプログラムを考えました。スタジオカ

メラの操作や、ナレーションを収録するマイクの使い方を体験してもらったところ、高校生から驚き

の声や笑い声があがるなど、初めての放送体験を楽しんでもらうことができました。 
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スタジオカメラの操作体験       マイクのスイッチ（FU）の操作 

 

毎回、試行錯誤しながら進めていますが、参加した子どもたちや保護者から好評の声をいただいて

います。 

 

【参加者・保護者の声】  

・ 一番印象に残ったのは、撮影カメラの大きさです。また本番直前のスタジオの緊張感もびっくりし

ました。 

・ 視覚に配慮した内容を考えてくださり、感謝しています。 

・ 障害があるからダメではなく、何とかできるように考えてくださって、さすがＮＨＫだと思いまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

札幌市内の特別支援学級のみなさまからのお礼状 
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参加者の口コミで評判が広がり、今では札幌放送局の見学者の４割以上が、特別支援学級などの子

どもたちです。 

こうした放送体験や訪問学習を通じて、児童・生徒のみなさんに、ＮＨＫをより身近に感じていただけ

るよう、今後も取り組んでいきます。 

 

見学の実施や内容については、各放送局にお問合せください。 

●全国のＮＨＫ（各放送局の所在地・電話番号・ホームページのご紹介） 

  https://www.nhk.or.jp/info/about/nationwide-nhk.html 

●ＮＨＫみなさまの声にお応えします 訪問学習について  

https://www.nhk.or.jp/css/communication/heartplaza-visit.html 

●札幌放送局 会館見学のご案内 

https://www.nhk.or.jp/hokkaido/articles/slug-nb3cced358a29 

 

 

 

 

 

■１１月 反響の多かった番組 
 

最も多かった「バリューの真実」には、旧ジャニーズ事務所の性加害問題を受けた所属タレントの起用

などについて、問い合わせや要望が寄せられたほか、「ザ少年倶楽部プレミアム」から番組タイトルや内

容を変更した「プレミセ！」にも反響がありました。また、大相撲九州場所の放送予定や取組結果につい

ても、多くの問い合わせがありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

※集計期間 １１月１日～３０日 
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・ 数学は嫌いで苦手なのだが、番組スポットに興味を持ち放送を見た。尾形さんの起用で堅苦し

いイメージがなくなり「数学っておもしろいのかも」と思えた。学生の時に出会っていたら「数学

が嫌いにならなかったかも」と感じた。（５０代女性） 

・ とてもいい番組だと感じながら、毎週、勉強させてもらっている。尾形さんの進行がとても楽

しく、語り口に一生懸命さと共に、お笑いを超えてトライしたいという姿勢を感じる。（５０代男

性） 

・ 理解に必要な適切な間（ま）がなく、一方的になってしまい、理解を妨げて興味を継続しづらく

していると感じるときがある。（６０代男性） 

・ この番組に限らず最近の傾向として、お笑い芸人や若手タレントが番組の進行を担当すること

が多いが、中にはやたらと声を張る人がいて、耳ざわりに感じる時がある。番組の内容に合っ

ていないと思う時があり、ガッカリさせられることもある。（５０代男性） 
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２０２３年１２月
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これまでに７６の呼びかけ文を公開し、２０２３年４月から１０月末までに、音声データと合わせて６，０

００件近くがダウンロードされました。 

東京・新宿区にある大規模バスターミナルでは、熱中症対策としてＮＨＫが公開したＡＩアナウンスの音

声データを活用。熱中症警戒アラートが出た時に「暑さから命を守る行動をとってください」「こまめな

休憩、水分や塩分の補給など暑さ対策をしてください」などの呼びかけを、館内放送で繰り返し放送。

ターミナルの利用者や従業員の安全確保に役立てたということです。 

 

 

  

そして令和６年能登半島地震では、金沢放送局や新潟放送局で、り災証明書の発行など繰り返し伝え

るべきライフライン情報についてＡＩアナウンスを活用しています。「アナウンサーが中継や取材など現

場に出ている時にも、必要な情報を確実に届ける」。人とＡＩアナウンスの両方で対応しています。 

ＡＩによるアナウンスの活用については、自治体や企業などほかにもさまざまな試みが進んでいます。

ＮＨＫでは今後も、新たな技術をいかして、さらなる放送・サービスの充実につなげられるよう取り組ん

で参ります。 

 

ＮＨＫアナウンサー 命を守る“防災の呼びかけ” 

https://www3.nhk.or.jp/news/special/suigai/yobikake/ 

 

 

バスターミナルでの活用事例の紹介 
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【主な内容】 

〇番組全般  

＜好評意見＞ 

・ 本当にすばらしかった。こんなに最初から最後まで楽しめたのは初めてで、親族一同大盛り上

がり。さまざまなコラボも大変良かった。また今年も楽しい企画を楽しみにしている。（４０代女

性） 

・ 今回の紅白歌合戦はスピード感があって、楽曲、パフォーマンスを楽しめた。娘と一緒にＫ-ｐｏ

ｐを楽しみ、娘は母と一緒に昭和歌謡を楽しみ、幸せな年越しとなった。（５０代女性） 

・ 全体的に、めでたい！祭りだ！と感じる場面が多く、紅白でしか実現し得ない映像で終始興奮

していた。絶対に来年も見たいなと思ったし、テレビもまだまだおもしろいんだと感じた。（３０

代男性） 

・ 今回は出演者同士が、紅白関係なく、世代もジャンルも超えて共演する演目が多く、まさにボ

ーダレス。明るい曲も多くてとても楽しいコロナ禍明けの世の中にふさわしい紅白だった。（４

０代女性） 

 

＜厳しい意見＞ 

・ 一人でしっかり歌う場面が少なく、他の歌手が歌う人の前で踊るなど、ごちゃごちゃしていた

ように感じた。基本的にその人の歌を聞きたい。別スタジオや中継の演出も多かった。ファンの

人を入れたいのかもしれないが、ＮＨＫホールで生の感じで歌ってほしい。（７０歳以上女性） 

・ 若い人の歌が多かったというのもあるが、歌の合間の余興が少なかった。そのため、ほのぼの

した部分が少なく、番組の進行もテキパキして淡々とした印象を受けた。（６０代男性） 

・ ボーダレスをうたっているのに、赤白男女に分かれているのが疑問。（5０代男性） 

・ 年の暮は、歌を聞いて、１年を振り返る機会にしたいのに、知らない人ばかりで選考方法に疑

問を覚えた。また、歌っているときに歌詞が読み取れなかった。（７０歳以上男性） 

 

 

○出演者と演出について 

＜好評意見＞ 

・ 白組１組目のＪＯ１がとても印象的で良かった。出演者をつなぐ一体感のあるステージ、明るく

エネルギーのあるパフォーマンスに元気をもらえた。（２０代女性） 

・ 坂本冬美さんのすばらしい歌唱力と、ＪＯ１とＢＥ：ＦＩＲＳＴのダンスの振り付け、表現力の調和

がすばらしく、とてもすてきだった。ＮＨＫプラスで何度も見ている。（４０代女性） 

・ 石川さゆりさんとウクライナの民族楽器との共演は、日本にいる私たちがウクライナの方への

配慮を忘れないためにも良かったと思う。必要なこと、大切なことを実践するＮＨＫの姿勢に

胸を打たれた。（５０代男性） 

・ ＹＯＡＳＯＢＩの「アイドル」生歌唱は、期待以上の演奏と歌唱で、今をときめく世界的アイドルが

ひとつのステージに上がり、世界的ヒットの「アイドル」を踊るという２０２３年度最高のコラボ

だった。 （４０代女性） 

・ 司会の三人がとても良く、安心して見ることができた。若い世代の音楽も新鮮で、ＹＯＳＨＩＫＩ

さん、福山雅治さん、ＭＩＳＩＡさんは感動して涙が出た。（５０代女性） 
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  月刊みなさまの声 ２０２３年１２月 

＜厳しい意見＞ 

・ 山内惠介さんが浅草から中継で出演する際、男性の芸人が裸体をさらして笑いを取る演出に、

子どもも含めて家族全員が不快に感じた。（５０代男性） 

※同様意見 ５６件 

・ 大泉洋さんの歌唱がすばらしかった。ただ、フルサイズでなかったのがとても残念。２番をカッ

トしてしまうと歌詞の内容がおかしくなってしまう。きちんと最高のパフォーマンスが発揮でき

る場を提供すべきだ。（４０代女性） 

・ ＹＯＳＨＩＫＩさんの出演をもっと長く見ていたかった。あまりにも豪華なメンバーだったことも

あり、２曲だけでは短く感じた。（６０代男性） 

・ けん玉のギネスチャレンジについて、アナウンサーから残念ながら失敗だった、というコメント

はあったが、それだけだと何があってそうなったのか、まったくわからない。そのあたりをもう

少しきちんと伝えてほしかった。（７０歳以上男性） 

            ※三山ひろしさんのけん玉チャレンジについての問い合わせや要望 ７４件 

・ もっと日本のアーティストの紹介をする場にして国内音楽の活性化につながる機会にしてほし

い。外国のアーティストを呼ぶなら韓国だけでなく様々な国を紹介してほしい。（４０代男性） 

 

 

〇テレビ放送７０年 特別企画 「テレビが届けた名曲たち」について 

・ 寺尾聰さんの「ルビーの指環」は亡くなった父が大好きな曲。父を懐かしみながら涙を流しな

がら聞いた。（６０代女性） 

・ 寺尾聰さんの「ルビーの指環」、薬師丸ひろ子さんの「セーラー服と機関銃」など８０年代の歌が

逆に新鮮ですごく刺さった！（２０代女性） 

・ ポケットビスケッツ×ブラックビスケッツのコラボは最高！世代というのもあるが、ウンナンそ

ろって出ているのもうれしいし、ブラビの歌をウッチャンが弾いているのにも感動した。（３０代

女性） 

・ 伊藤蘭さんの歌を一緒に口ずさんでいたら、途中からなんともいえず込み上げるものがあり、

横にいる主人も目頭を拭いていた。（６０代女性） 

 

 

○純烈×ＮＨＫプラス 連動企画について 

・ 紅白歌合戦でＮＨＫプラスで特別画像が見られると説明されたので、ＱＲコードを読みとってア

クセスしたら、アプリが必要で、急いでダウンロードしたら、今度は会員登録が必要だという表

示が出て間に合わなかった。（年代不明） 

・ ＱＲコードが画面から外れて読み込めない。テレビの真ん中に表示されても用意している間に

消えてしまう。もっと長く表示してほしい。（７０歳以上女性） 

・ 純烈のＱＲコード演出を観ようと思いアクセスしたら、混み合っていてつながるのを待ってい

る間に曲が終わってしまった。こういう独自演出はとてもいいと思うが、アクセスが殺到するの

は間違いないと思うので、事前に予告するなど工夫してほしい。（１９歳以下男性） 

・ 純烈がＮＨＫプラスをＰＲしたらサーバーがダウンした。このような企画を実施するなら、どれく

らいのアクセスが集中してどれくらいの負荷が掛かるか事前に想定し、然るべき準備を整えて

からにしてほしい。（５０代男性） 

※放送時間中にＮＨＫプラスにアクセスできない、見られない等 １８３件 
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【主な内容】 

○脚本について 

・ これまで大河を見てこなかった人にもわかりやすくおもしろい。テンポがよく、大河ドラマおも

しろい!とひきつけられる作品になっていると思う。（５０代女性） 

・ 一見コメディ満載の息抜き回のようでありながら随所に今後のストーリー展開のもととなるも

のが込められていて、見れば見るほど見応えを感じた。（５０代女性） 

・ 史実にはない部分も、その先の史実に絡むようなストーリー展開だと感じる。（４０代女性） 

・ 第１回から続けて見てきたからこその伏線回収や驚きがあり、悲しみが倍増だった。（４０代女性） 

                                   ※伏線回収の巧みな脚本 同意見５２件 

・ ハラハラドキドキそして、涙があふれて拍手をしてしまうエンターテインメントの大河ここにあ

り！と興奮している。（６０代女性） 

・ 登場人物それぞれの個性が立っているので、名前が覚えきれなくても、顔で関係性を把握出来、

それぞれの方の演技のテンポが違うのにとてもうまくかみ合っていて、飽きさせないすごさを

実感した。（４０代女性）  

・ 自分の信念の下、強く生きている・・戦国時代の女性については詳細な記録が残されていない

ことが多くあいまいなところを素敵に埋めている。ああそうだったのかもしれないなと思わせ

てくれる。（年代不明） 

※女性の描き方について同意見１０件 

 

○演出について 

  ▼最新技術のＶＦＸ 

・ ＶＦＸの映像は、あの時代の世界観がよりリアルに伝わってきて、私はすごく好きだし、ゲーム好

きな息子には全く違和感がないようだ。（５０代女性） 

・ ＣＧやＶＦＸを使った新しい試みも今までの家康像とはまた違った視点で作られ、とてもとても

楽しみ。（年代不明） 

・ 圧巻の合戦シーンはド迫力で、今作のＶＦＸを使用した合戦シーンの最適解だったと思う。今後

描かれる大坂の陣が楽しみになった。（３０代女性） 

※ＶＦＸを使った演出への好評意見１３件 

・ ＶＦＸなど新しい取り組みへの挑戦も感じられて良かった。ただ、ＣＧの乗馬シーンは、ん？と思

うところはあった。（３０代女性） 

・ なぜＶＦＸを主体にドラマを構成するのか、あれではゲームの世界にいるようで現実味がまるで

ない。(５０代女性) 

※ＶＦＸを使った演出への厳しい意見１１件 

 ▼無音を生かした表現 

・ 史実は知っているけれど家康公と家臣団の勝つぞ！的な心の勢いの後の無音。絶望感に満ち

た家康公の顔。戦いの場面がなくても負けたんだってわかる演出。すごい！（４０代女性） 

・ 新たな戦法を描いたシーンは非常に見応えがあって、無音の演出がとても効果的で食い入るよ

うに画面に見入った。凄惨な戦場の様子にあっけにとられる徳川父子の姿が心に残った。（５０

代女性） 

・ 無音からの生々しい戦いの音。メインテーマが流れるタイミング。音がとても印象的…目を背け

たくなるけれど、これが戦。一貫して勝者と敗者だけでない悲しい描き方が心に刺さった。（年

代不明）  

※無音の演出に関する意見１５件 
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○出演者について 

・ 松本潤さんが非常にチャーミングにナイーブな家康公を演じていて豊かな表情と秀逸な演技に

終始ひきこまれた。（５０代女性） 

・ 岡田信長と松潤家康の緊迫したやり取りと、ふたりの距離感・空気感は絶妙だしすごかった。（７

０歳以上女性） 

・ 信康が自害された報告を受けた時の何も映らない殿の目の演技がすごかった。（５０代女性） 

・ 本多忠勝（山田裕貴さん）も榊原康政（杉野遥亮さん）の言葉はなくても表情や目の演技で、心

が家康に向いていこうとしているのがわかった。（５０代女性） 

・ 本多正信（松山ケンイチさん）と服部半蔵（山田孝之さん）の参加でさらにパワーアップされた。

前半はコミカルなシーン、後半はがらりと変わり、見ているこちらは、え？えっ？と動揺してしま

うぐらい。（５０代女性） 

・ 石川数正（松重豊さん）が「殿を天下人に」と目を輝かせて声を張り上げて伝える演技と、涙を

つっと流す姿にジーンときた。松重さんの最後のセリフはアドリブだと聞いた。２人の迫真の演

技に感動。（５０代女性） 

・ 有村架純さん（瀬名役）はまるで命を賭けているかのような演技で、怖いものを見てしまったか

のような気分になった。（７０歳以上男性） 

・ 北川景子さん演じる茶々の妖艶な美しさ、そして計算高い女性の嫌な面が見事に演じられてい

て、お市とは全然違う印象、さすがだ。（４０代女性） 

・ 今まで出てきた「えびすくい」、史上最高級なのは間違いないのですが、なぜかいろいろな感情

が生まれ涙しながら見てしまった。（不明） 

・  待ちに待った「えびすくい」。笑っているのに独りになると孤独を感じる殿に何度も涙があふれ 

た。（４０代女性） 

※徳川家臣団が宴会で披露した踊り「えびすくい」の演技についての感想 ２３２件 

 

 

〇オープニング CG 

・  オープニングのテーマ曲の映像も「兎（うさぎ）と狼（おおかみ）」の追いかけっこになっていて、

手が込んでいるところも良かった。（５０代女性） 

・ オープニングＣＧが、すごく軽いものから黒漆塗りっぽい下地に金まき絵っぽい感じの重厚な

ものになっていて、家康人生最大の峠越えがとても記念されていてすごく良かった。（不明） 

・  新しいオープニング！今までとは違い具現化された家康の目指す世なのかなと思った。富士山 

を背に人々が行き交う様子は、家康と瀬名の夢見た世界なのでしょうね。（６０代女性） 

※オープニング CG、タイトルについて好評意見 １７８件 
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月刊みなさまの声 ２０２３年１２月 

 

 

 

○イベントついて 

 ▼東海地方限定イベント 

・ 「どうする家康東海プレミアリレー」にとても楽しく参加することが出来た。（１９歳以下女性） 

・ 「『どうする家康』 松本潤＆家臣団が大集結！ウラ話トークＳＰ」』は全国でも放送してほしい。

（３０代女性） 

 ▼大河ドラマ館（愛知県岡崎市、静岡県静岡市、浜松市） 

・ 学生時代、日本史は苦手科目でしたがとても面白い。岡崎の大河ドラマ館に足を運ぶほどハマ

っている。（３０代女性） 

・ ３つの大河ドラマ館全てに行かせてもらった。その土地のすてきな所を自ら発信してくれて楽し

みが２倍になった。（５０代女性） 

※ドラマ館へ出向いた感想 ９６件 

 ▼大河ドラマ「どうする家康」ファン感謝祭 

・ これだけの豪華な俳優さんそろい踏みでありながら、ＮＨＫホールというキャパではとても当選

する気がしませんし、会場の皆さまだけしか楽しめないのはもったいなさすぎる。どうか、生配

信、全国放送、ＤＶＤ化をお願いしたい。（年代不明） 

※感謝祭についての意見 １１４件 

 

 

○ホームページ、公式ＳＮＳでの発信などについて 

・ 公式ＳＮＳをはじめ、キャストの皆さんのＳＮＳ発信や、舞台裏の発信も楽しませてもらっている。

特に殺陣（たて）の稽古の様子や演じた時の裏話などが見られて、よりドラマが楽しめる。（３０

代女性） 

・ ＳＮＳを発信していただき大変うれしくなった。こういう貴重な裏話やメイキングの発信、これか

らも期待している。（４０代女性） 

・ Twitter や Instagram で演者の方や番組がさまざまな情報を公開してくれたり、まとめ動画

やインタビュー動画をアップしたりしてくださり、より深く「どうする家康」を楽しむことができ

るので、とてもうれしい。（１９歳以下女性） 

・ 友達や家族も「どうする家康」を見ているので、ＬＩＮＥスタンプを購入して、早速使った。話題が

弾みます。（５０代女性） 

※ＳＮＳなどに要望や感想の同意見 １１５件 

 

 

＜厳しい意見＞ 

・ 家康の側室となる女性に関して同性愛者として描かれていたが、昨今のＬＧＢＴＱ問題を意識し

た演出ではないか。（７０歳以上男性） 

※ＬＧＢＴＱ関連の同意見２７件 

・ 回想シーンが多すぎる。大河はじっくり１年かけて人の生き様や感情を描いていくのに、突然現

れた人物が何か主張したり、何か起こしてすぐ消えたりするので感情移入できない。(２０代女

性) 

※回想シーンについて同意見 ５１件 

・ 旧ジャニーズ事務所の性被害問題。今後、旧ジャニーズのタレントを使わないでほしい。大河ド

ラマは特に。(６０代男性) 

 ※旧ジャニーズ事務所関連への厳しい意見 ２４１件 
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第２７条 
協会は、その業務に関して申出のあった苦情その他の意見については、

適切かつ迅速にこれを処理しなければならない。

第３９条 第４項 
会長は、３箇月に１回以上、自己の職務の執行の状況並びに第２７条 
の苦情その他の意見及びその処理の結果の概要を経営委員会に報告し 
なければならない。 

放送法 


